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第5信ゲレンドストよリ

私は9月14目よりイスパノレタ(Isparta)県のゲレンド

スト(Ge1endost)にきています.人口5,000人足らず

の小さな村ここはまたブルドノレと同じく湖の多い所で

トロス(Toros)山脈の西に当ります.アンカラからい

えば真南へ250kmのコンヤ(Konya)からさらに西

へ180良mエグリデイノレ(Egridir)湖のほとりです.

ゲレンドストの地質

ここは前におしらせしたブノレドルと同じように第三紀

鮮新世の凝灰岩とトラバｰチンが白亜系の石灰岩や蛇

紋岩をおおっています.褐炭はその凹部に少しあるば

かり厚さも0.5～2m位です.こうしたお粗末な鉱

床でも村人は掘るのに一生懸命です.見たとこでは

基盤の中には堆積型鉄鉱床やクロｰム鉱床が著しいよう

に思われました.またもやいっしょのヘディング博士

にrMTAはどうしてこんなところばかり調査するの

かイズミｰノレにあるような厚さ数10mの褐炭層やゾン

カノレダｰク(Zongu1dak)の石炭をしらべないのか｣と

ききますとr町村の自給自足の要望があるからだ｣と

いうことでした.一説には数年前からドイツの大会社

がMTAの後援でこの国に入っており彼等が重要な

炭岡を調べているとのことです.ドイツとトノレコとは

以前からの友邦でドイツの進出は伝統的であるとさえ

思えます.アンカラからコンヤまでトノレコ随一の大

平原を突走って来ました.そこは準平原ともいうべき

所で平坦に堆積した鮮新世の地層が分布し遠くに月

面の火口を思わせる火山が列をなしてなカミめられま

す.

この荒漢とした平原はもし水さえあったらすぱらしい

緑野にかわることでしょう.数年前ダムを作っだそう

ですが基盤が石灰岩なので水がたまらず全然ダメだ

ったようです.
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調査位置図

農村に暮す

イスパノレタ県に入るとボツボツ地中海型の風景がみら

れます.木の緑が山肌にみえこの数目ここゲレン

ドストは降ったり止んだりの天候です.雨が降れば島

をつく思いしみじみ雨のよさを感じます.気温も東

京の10月初めのようでそれというのもこの土地が標高

1000mに近い台地と柱っているからです.このゲレン

ドストは肉屋はおろかバタｰさえ売っていない田舎で

すし山羊の肉は良くて口に入りません.野菜は毎週金

曜目に村の広場で盛大に開かれるバサｰノレで買います.

ブドｰ･トマト･馬鈴薯･玉ねぎが主でメロンと西瓜

は少なくたりました.宿は純トルコ鳳の農家の2階を

かりていますが床は泥天井は芦でおおったゴザです.

このゴザカミ曲者で夜になると体長5mm(本当ですよ)の

巨大な南京虫がここからベッドに襲来します最初の

2～3目はカユくて眠れずついにD･D･T･を使い少しは

安眠できるようになりました.目ごとに顔をあわせる

村人のうち男は汚れた背広に10人が10人ともノ･ンチン

グをかぶり女は原色花模様のモンペと上衣それにスカ

ｰフをすっぼりとかぶっています.

朝から男たちは茶店でダベり働くのは女性だけし

かしイスラムの習慣とかわれわれを大歓迎してくれま

す.先日払はべ博士の代理である部落へあいさっに

ゆきましたジｰプから降りると老若男(女はなし)に

取り巻かれホッシュゲノレディニス(We11cOme)とい

って握手を求められ南京虫を気にしたがらその手を握

るというわけです.こちらがトルコ語で答えたカミ最後

あとはペラペラとなり私はある時はポｰゼンとまた

①ハズ･ブイラム(モスクとアウクスタスの神殿)(ア:■カラ市内)�
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ある時はニャニヤするばかりです.こういう時はカメ

ラが実に有効な外交手段となりますうつして上げれば

先方も喜び私も記録カミとれますから.

部落長の家に招じ入れられるとトルコ･コｰヒｰと

タバコをすすめられ私の地下足袋をみていくらかと聞

きあるときはおかしげに笑われます.

｢どこからきたのか｣｢ジャポン｣というとうなずきわ

かるのですが.冒露戦争時代の日本を知っている人は

ほとんどなく朝鮮戦争に従軍した人はさすが日本が放

つかしそうです.こうした農村でみる人々は筋肉質の

からだごつい手そして日焼けした顔これこそ純粋

のトルコ人と感じました.現在のトノレコをリｰドして

いるのは欧州系の血が混っている人々が多いようです.

いたるところギリシア･ロｰマ時代の大理石の彫刻が

ありモスクの壁石臼泉の敷石になったりしています.

茶店の椅子にもたれてジェズをまさぐる男たち柾ど宗教

に対する彼らの敬けんさはバチ当りの私だどおよぶと

ころではありません.

憩いの一時

日曜には水浴とセンタクをかねて近くのエグリデイノレ.

湖へ行きます,皆ハダカでジｰプを洗い石けんでか

らだをあらい泳いで一服.

この湖の背後には標高2500～2600mの石灰岩の岩山が

そびえ湖畔にはモスクとロｰマ時代のお城をもった赤

尾根の村がなカミめられます.この砂浜は緑黄色を呈す

る重鉱物(多分O1ivineと思う)からなっていました.

時としては村から村へ旅をつづけるトノレコ熊(北海

道のヒグマ位)をつれた芸人が歩いて来ます金をやる

と熊が立って芸をする何となく物悲しい情景でした.

親切な村人とも放れ子供たちがあいさっしてゆきま

す.このあたりでは私が最初のジャポンだからかもし

れません.といってもしばしばトルコ人の間に｢ヤパ

ンジン｣というささやきを聞きました.まさか日本語

でシャベノレわけもあるまいとは思っても気になっていた

のですカミトノレコ語でYaban(ヤバン)は粗野のいみで

ちょうど日本人が昔外人のことを｢イテキ｣｢ナンバ

ンジン｣といって軽べっしたのと同じようで外国人は

皆｢ヤパンジン｣ですから安心しました.やがて9月

も終りになります.今夜は放送で欠きた台風が日本を

おそい250人死んだということを聞きました.

(9月25目ゲレンドストにて)

第6信再びハフサヘ

私は10月のはじめゲレンドストからアンカラヘ帰り

ました1ヵ月ぶりの入浴肉もたらふくたべて生気を

とりもどしましたが調査で多少疲れもしました.

しかしその後1ヵ月たち10月下旬より今度は北の

黒海沿岸サムスン(Samsun)県のノ･ブザ(Havza)に来て

おります.調査は私の他に運転手人一です.ノ･ブザ

は黒海沿岸から80kmばかり入った人口1月たらずの

町です.この町は食堂もたくさんあり食物も豊當な

ので自炊にも図らず前回の南京虫攻勢にすっかりこり

て一番よいアパｰトに泊っております.

黒海の秋

ハフサは北緯41｡北海道の函館位に当っています.

気候は東京の1ユ月頃と同じで夜と朝は肌寒く目中

は20～30℃あります.10月末県庁所在地のサムスン

(人口15万)にゆきましたが黒海からの海風で湿気が

多くちょうど故国日本の空気を思い出しました.満

月が照りかがやく黒海のかなたにはソ連があると思え

ばはるばる来たものだと感慨無量でした.

運転手が黒海の水はからく放いというのでナメてみ

ましたらそれほどからくありません.翌朝みる黒海は

何の変りも狂いのですがトルコ語では黒海をKara

②トルコ南西部の典型的農隷(ゲレンドスト)

③製作中のトルコじゅうたん

すぺて手織りこれは5人でおる�
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Deni･(黒い海)地中海をAkDeniz(白い海)とい

っています.塩分その他の要因による透明度のちがい

では狂いかと思っています､10月末まで好天であった

この土地も11月に入りますと2～3目強い嵐が吹きあ

れたあとは降ったり止んだりの天候とたりました畠ト

ルコの雨季(12月～3月)がやって来たのです.朝は

濃霧が立ちこめジｰプを走らせるのに苦労します中山

に登ってながめると北方の黒海から大黒雲が迫力をもっ

て押しよせているのですカミ内陸は晴.しかしこの黒

雲はやがてトノレコ全土をおおうことでしょう中

黒海の沿岸といえば何と祖く陰さんな自然を想像しが

ちですが来てみると山々には木々の緑あり谷川には

本ありで内陸の砂漠のような景観とは対象的です.

農家も何となく豊からしく山は今白樺か黄色に紅

葉してみごとです.見通しがきかないためここでは日

本流にテクテク歩く調査をやっております.

今当地はマニ■タリン(日本のミカン)柿や葉カミ出

まわりホｰレンソｰばかりたべています.当地の米は

アンカラ米と異なりはるかにおいしく粘りがあり,外

米といった感じがしません.みやげのバナナがこの秋

にも出回っているのもちょっと解せないことです.

調査の敵

ハフサにおける地質調査では1/｡･｡｡oの地形図で含炭

地の地質をしらべておりますが当地には3つの小炭鉱

④トル菖南部の典型的な村人たち

最前列中央部落長(ゲレンドスト)

カミあります.その1つは炭丈3nユ以上鮮新世の炭層

で60人はかりで掘っており運搬はロバと人力カンテ

ラ下げて全く原始的枚ものです他のものは白亜系か第

三紀始新世の石炭で5000カロリｰ位炭丈は1mです.

坑内から上るとさっそく坑口前の広場で紅茶と食事です.

トルコ人は朝から晩までタップリ砂糖の入った紅茶をた

しなみますがちょうど日本人の茶をのむのと同じです

ね.こうした坑内調査のほか野外を歩くとき私の恐

怖のマトは羊の群の番犬です.変た人聞(私)をみる

とキバをむき出して猛然とおそってくるそのスサマジさ

まさにかみ殺されるのではないかと思うほどです.幸

い人夫がピッケルをふり上げ石を投げ抵抗するので今

のところ事板きをえています.

ジｰプで通りますと四方から追いすがりほえ立て恐

しいやら腹立たしいやらです.こうした番犬ときたら

ノドを目がけてとびかかってくるので危険この上なし

です.何しろ当地一帯に多い狼に対抗するため首に

は長いトゲのある鉄の首輪をはめ斗うように仕込まれ

た大枚ので私にいわせれば野獣に近いと思います.

大きさは土佐犬ぐらい.それでも狼にはこの犬4～5

匹かかってようやく互角とのこと狼の大きさは人夫に

いわせれば私位だというのですがこれはあてにはなり

ません.それで私たちは村の中を通るのをやめ羊の

灘をみると遠く迂回するように在りました.

以下57頁へつづく

⑤熊と旅数……

ヒグマ愛鰯蔭賛鳶義塾していく

⑦ジｰプの行手をはばむ牛馬の稚フィｰルドでほしぱしぱ

このよう垣立往生

の璃をか施ぬで催欄怒一鶏掬とも匁る

⑧トル目前酉部の蕪村`背後の山は白匝紀の石灰岩

手前はPIio㏄mの地層�




